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研究の背景 

本研究の目的は「組合せ剛性理論を建築デザインへと応用する方法の解明」である．組合せ剛性理論とは構造

物の接続関係から剛性を判定する理論である．その成果は人々の構造物の剛性に関する直観を厳密に数理の問題

として議論したものであると言え，建築デザインへの応用が期待される． 

結果と考察 

 建築分野への応用を目的とした組合せ剛性理論の理論的な成果として，冗長な body-hinge グラフをグラフ連結

度というグラフ理論分野において広く研究されている組合せ的な特徴付けと関係付けることに成功した [1]．この

結果は，建築分野のみならず，広く応用が期待される結果である．  

 Panel-hinge フレームワークの折り紙的な応用への展開として，正十二面体を自己交差の生じることなく平坦

に折りたたむ方法を明らかにした [3, 4]．従来提案されていた折りたたみの方針に沿って修正を加えることによ

り，自己交差なく折りたたみ可能となった（図 1）． 

 

図１：正十二面体の折りたたみの課程 

組合せ剛性理論，グラフ理論の建築計画への応用を実践するため，沖縄伊是名島の集落調査を行い，民家の室，

空間を頂点としたグラフを作成し，ネットワーク分析を行った [5]（図 2, 3）．これまでの調査，ヒアリング等と

合わせて分析結果の考察を行っており，民家の分析においても効果的な分析手法であることを確かめている． 
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結論と今後の課題 

 これまでは剛な body-hingeグラフの組合せ的な特徴付け，演繹的な生成手法を開発してきたが，自由度をもつ

body-hinge グラフに関しては未解決である．また冗長な body-hinge グラフの組合せ的な特徴付け[1]に基づいた

形態生成への応用も課題として残っている． 

多面体の折りたたみ方については，正二十面体，切頂多面体の自己交差を生じない折りたたみ方は幾何的な問

題としてあり，これまでの結果は宇宙空間などでの構造物の展開に応用があると想定しているが，具体的な検討

は本研究では為されておらず，今後の課題である． 

組合せ剛性理論，グラフ理論の建築デザイン，建築計画への応用は，フィールド調査を並行して行うことによる

実践的な研究を引き続き行っていきたいと考えている． 
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